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大型
パイプテント

GR-308Hプラス
タイプ -3

GR308Hプラス用

GR308H プラス
タイプ 3
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余剰パーツになります余剰パーツになります
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妻柱用パイプ

妻柱用パイプ

妻柱用パイプ

妻柱用パイプ

妻柱用パイプ
妻柱用パイプ
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必要工具を
準備します

コンクリートクギ

ハサミ

モンキー
（部品取り付け）

メジャー
（寸法測定用）

カッター

または、クギ



ベース用角パイプを組み立て、長いボルト・ナットでしっかり止めます。

フラットバーにリングを取り付けて、継ぎます。

鉄筋切り口 鉄筋曲がり

長い

短いボルト・ナットで
しっかり止めます。

※下図の様に、向きに注意して組み合わせます。 【注】 鉄筋の切り口・曲がりの向きに十分注意してください。

短いボルト・ナットで
しっかり止めます。

40
40

ドライバー等で
リングを取り付けます。

40

＊2 組作ります＊

※18 と 28 は同形状です。

前後用

中用



フラットバーをベース用角パイプの内側に取付け、クイ穴に　　　ストレート杭を打ち込みしっかり固定します。15

【注】 安全の為、下図の様な固定してください。
穴は共通ですので、いづれかの方法を選択してください。

ドリル・12mmコンクリート用キリ・
オールアンカー（各規格・各数量）が必要です。

【注】 オールアンカーは、ホームセンター等で
　　　　 お買い求めください。

土・アスファルト固定方法

脚用パイプを差し込みます。

横通し用パイプを継ぎ、印を付けます。　５組つくります。

マジックで印をつけます。

裏返して反対側もつぶします。
固いものを敷きます

抜けない程度つぶします。

全ての継ぎ目を抜けないようにします。

アーチ用パイプを組み、差し込みます。

しっかり奥まで差し込みます。

全ての脚用パイプを差し込みます。（計16本）

31.8×210cm

ハンマーで
打込みます。

フラットバーは、
内側で止めます。

鉄筋が、パイプの外側になる様に、
設置します。（左右）

パイプに、張りがある為
内側へ引き寄せながら
作業してください。

前側は狭いです

コンクリート固定方法

角パイプ用

12㎜

12㎜

35cm

35cm

20cm

20cm

12㎜12個

100㎜

前後用

前後用



 

横通し用パイプを取り付けます。

38 を天井6箇所

横通し用パイプ

約5㎜出します。

約5㎜出します。

約1.3m約1.3ｍ

印を合わせます。

印と曲がりの中心を
合わせます。

38 を天井2箇所

39 を左右中12箇所

（パイプ継ぎ目）

39 を左右4箇所

（パイプ継ぎ目）

39 を使い同様に横通し用パイプを取り付けます。

※図解のため、ベース部は省略してます



妻金具の長さの半分だけビニバーを差し込みます。

（上） （中上） （中下） （下） のビニバーの両サイドに　　 を差し込みます。

ハンマーで
打ち込みます。

ハンマーで打ち込みます。

前後部に妻柱パイプを取り付けます。　

後部に取付けるビニバーを組み立てます。　

ボルトは外側から
内側へ通します。

しっかり
締めます。



ユニバーサルを取り付けられるよう

上図の後用パイプとビニバーが交差する箇所をパイプ止金具　　で固定します。

両サイドに、ビニバーを取り付けます。

ビニバーを2組作ります。　（⑧で作ったときと同じように作ってください）

2組作ります

下図の位置に取付けます。（左右12箇所）

（脚用パイプの外側に取り付けます。）

脚用パイプとビニバーに隙間を
あけて上図のようにパイプ止金具
止金具を斜めにして入れ込みます。

くさびを打ち込みます。

妻金具を調節します。

蝶ネジをはずし、ユニバーサルを
脚用パイプにはさみネジを
しっかり締めます。

しっかり締めます。

で組み立てたビニバーを取り付けます。

差し込んだ側を最初に取り付けます。
ビニバーをしっかり

後部にビニバーを、取り付けます。　



リピートタイで後幕の全てのハトメと
パイプを止めます。

スプリングを約20ｃｍ重ねて止めます。

スプリングを斜めにして
端からビニバーにはめこみます。 スプリングを斜めにして

端からビニバーにはめこみます。

下側のビニバーも同じように
スプリングを取り付けます。

約3ｃｍでカットします

49

後幕を取り付けます。　



前幕を取り付けます。

天幕絞りロープを全て仮止めします。

天幕を広げ、向きを確認して骨組みにかぶせます。

前から見て
ハトメが左右にあります。

ハトメの位置が下図（ 　　　　　 　）の様になっている事を

必ず確認して、骨組みにかぶせてください。ハトメの位置
を間違って骨組みにかぶせると天幕は張れません。

○の<正解>

シートを引きずらないようにしてください。

風のつよいときは作業しないでください。

周辺を整理して、キズがつかないようにしてください。
ハトメが前後にきています。

48

リピートタイで前幕の全てのハトメと
パイプを止めます。

約3ｃｍでカットします

50

＊前後に出るシートのカブリ幅を調整してください。＊

ハトメは、左右にきます。
ハトメは、追加シートの下にきます。



片方のリングからロープを外し、ロープを引き上げます。

片方の仮止めをしっかり止め直します。
反対側（前からしたら後）も同じ要領でします。

ロープを引き上げたまま、足を上下に動かしてロープを踏み込み絞ります。
ピーンとロープを張ったら、しっかりリングに結び止めます。

しっかり結び止めます。

絞ります。仮止め

絞りしわを、

印の位置に

まとめます。

天幕を固定します。

の手順（後幕）と同じようにとりつけてください。

スプリングを斜めにして
端からビニバーをはめこみます。

スプリングを端からビニバー

スプリングを約20ｃｍ重ねて止めます。

にはめこんでいきます。
図のように斜めに入れ込むと
はめこみやすいです。

※スプリングを取り付け、残る
部分はペンチ（クリッパー）
等でカットして残りを他の
場所での短い部分に使用
してください。

ビニバーに

スプリングを
取り付けます。

＊両サイドのビニバーに、スプリングでシートを押さえてください＊

天幕追加シートの裏側にあるハトメと

鉄筋を　　　リピートタイでしっかりとめ

庫内から

ます。
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口幅

エレメント

エレメント

スライダー

引手

各部名称

ファスナーの開閉につきましては
必ず、引手を持ってスライダーを
動かし行ってください。

わずかな
広がりでエレメントが
閉まらなくなります。

わずかな
広がりでエレメントが
閉まらなくなります。

ファスナーの取扱いに

スライダーの口幅が広くなってしまい、
スライダーによる左右エレメントの押さえが
効かなくなります。
エレメントがかみ合わなくなり、
ファスナーが閉まりきらない状態です。

ファスナー開閉でおこなってはいけない行為
幕生地を持ち、引っ張る
ように広げて、ファスナー
を移動する行為は、スライ
ダー部に大きな負担をあ
たえます。
　スライダーは金属部品で
ありますが、スライダー横
部分に大きな負担がかか
り、結果、口幅が広がって
いきます。また、分解のおそ
れもあります。

※ファスナー周辺の、小さいゴミ、泥等の付着はお気をつけください。
※金属スライダー部は、定期的な油さしをオススメします。

カチッ

グッ

入口シートを巻上げ、留め具で固定できます。


